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着
々
と
準
備
が
進
む
T
L
O
設
立

ベ
ン
チ
ャ

ー
企
業
な
ど
の
新
産
業
の
創
出
に
よ
る
経
済
の
活
性
化
は
、
現
在
、
わ
が

国
が
抱
え
て
い
る
重
要
か
つ
緊
急
な
問
題
と
な

っ
て
い
る
。
乙
の
問
題
の
解
決
に
向
け

て
、
政
府
は
規
制
の
緩
和
、
金
融
政
策
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
対
策
を
行

っ
て
い
る
。
こ
の

な
か
で
、
新
産
業
創
出
の
基
盤
と
な
る
新
技
術
開
発
に
果
た
す
大
学
の
役
割
に
対
す
る

期
待
が
大
き
く
な
っ
て
き
た
。

大
学
の
教
官
の
研
究
成
果
を
有
効
か
つ
迅
速
に
産
業
に
結
び
つ
け
る
こ
と
が
求
め
ら

れ
て
い
る
。
乙
の
た
め
の
イ
ン
フ
ラ
ス
ト
ラ
ク
チ
ャ
ー
と
し
て
の
技
術
移
転
機
関
|

T

L
O
Q
R
Y
E
-
o
m
q
E
Sロ
E
m
o
a
g
g
Eロ
)
の
設
立
は
名
古
屋
大
学
の
重
要
課

題
と
の
認
識
の
も
と
に
全
学
で
の
取
り
組
み
が
行
わ
れ
た
。
名
古
屋
大
学
で
は

T
L
O

を
財
団
法
人
名
古
屋
産
業
科
学
研
究
所
に
設
立
す
る
こ
と
を
決
め
、
事
業
の
内
容
、
資

金
計
画
な
ど
の
詳
細
の
検
前
が
進
め
ら
れ
て
き
た
。

こ
の
ほ
ど
、

T
L
O
の
概
要
か
明
ら
か
に
さ
れ
、
設
立
に
向
け
て
大
き
く
前
進
す
る

こ
と
に
な
っ
た
。
こ
れ
に
よ
る
と
、

T
L
O
の
事
業
と
し
て
は
、

ω教
官
発
明
の
特
許

化
、
維
持
、
ラ
イ
セ
ン

シ
ン
グ
お
よ
び
研
究
者
、
大
学
、
研
究
室
へ
の
ラ
イ
セ
ン
シ
ン

グ
料
の
配
分
、

ω教
官
に
よ
る
企
業
へ
の
技
術
指
導
の
橋
渡
し
、

ω大
学
内
の
研
究

の
最
新
情
報
の
提
供
、
の

3
つ
を
柱
と
し
て
展
開
す
る
。
こ
れ
ら
の
事
業
を
運
営
す
る

資
金
は
、
当
面
、
企
業
会
員
、

研
究
者
会
員
(
教
官
)
か
ら
の
会
費
に
よ
っ
て
賄
い
、

将
来
は
、
ラ
イ
セ
ン
シ
ン
グ
料
な
ど
の
事
金
市
収
益
に
よ
っ
て
自
立
的
に
運
営
で
き
る
よ

う
に
す
る
。

T
L
O事
業
は
、
大
学
と
産
業
界
が
今
ま
で
よ
り
も
さ
ら
に
効
果
的
に
交
流
し
産
業

創
出
に
直
接
的
に
貢
献
す
る
た
め
の
パ
イ
プ
で
あ
る
と
い
う
こ
と
が
で
き
る
。
し
か
し
、

事
業
を
自
主
的
に
運
営
す
る
こ
と
は
決
し
て
や
さ
し
い
こ
と
で
は
な
く
、
教
官

一
人

一

人
の
研
窓
活
動
の
活
性
化
と
決
意
が
必
要
で
あ
る
。
ま
た
、
企
業
に
も
、
大
学
務
莫
の

意
味
に
お
け
る
新
技
術
創
出
の
源
泉
に
す
る
た
め
に
、
是
非
と
も
暖
か
い
御
協
力
を
お

願
い
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
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談話室

(
東
山
)
総
合
研
究
棟
(
新
2

乙
?
」
数
年
継
続
し
て
概
算
要
求
し
て
き
た
(
東
山
)
総
合
研
究
棟
(
新
2
号
館
)
が
、

平
成
H
年
度
の
補
正
予
算
に
お
い
て

1
期
工
事
予
算
が
認
め
ら
れ
、
今
杢
度
中
に
着
工

す
る
運
び
と
な

っ
た
。
昭
和
お
年
以
来
使
用
さ
れ
て
き
た
旧
1
罫
館
の
解
体
に
伴
う
工

事
で
あ
り
、
平
成
立
年
度
末
の
竣
工
を
予
定
し
て
い
る
。

(東
山
)
総
合
研
究
棟
(
新
2
号
館
)
は
高
層
棟
、
中
層
棟
、
低
層
棟
の
組
み
合
わ
せ

か
ら
な
る
地
上

m階、
地
下
1
階
、
延
床
面
積
N
O
寸
N
O
B
N
の
建
物
で
あ
る
。
新
1
号

館
に
続
く
「
1
系
1
館
原
則
」
に
よ
る

2
つ
め
の
新
営
建
物
で
あ
り
、
電
気
系
3
専
攻

キ
ャ
ン
パ
ス
プ
ラ
ン
の
考
え
方

新
1
号
館
や
(
東
山
)
総
合
研
究
棟

(新
2
号
館
)
の
建
設
は

パ
ス
プ
ラ
ン
の
考
え
方
や
「
1
系
1
館
の
原
坦
に
従

っ
て
実
施
さ
れ
て
い
る
。
し
か

こ
れ
ま
で
の
キ
ャ
ン

し
、
文
教
施
設
予
算
の
逼
迫
し
た
状
況
や

「国
立
大
学
施
設
の
整
備
充
実
に
向
け
て
』

(
有
馬
委
員
会
答
申
)
に
お
け
る
既
存
建
物
の
長
期
有
効
利
用
の
方
針
か
ら
、

「ビ
ル
ド

ア
ン
ド
ス
ク
ラ
ッ
プ
に
よ
る
整
備
」
に
よ
っ
て
全
て
の
既
存
建
物
を
速
や
か
に
建
て
替

え
て
い
く
と
れ
ま
で
の
計
画
は
、
見
直
し
が
迫
ら
れ
て
い
る
。

そ
こ
で
平
成
ロ
年
度
概
算
要
求
に
お

け
る
工
学
研
究
科
キ
ャ
ン
パ
ス
プ
ラ
ン
も
、

「
既
存
の
空
間
構
成
を
継
承
し
、

m年
先
を
見
据
え
た
キ
ャ
ン
パ
ス
プ
ラ
ン
」
と
す
る

個
別
の
計
画
を

乙
と
を
旗
印
に
下
記
の
項
目
を
計
画
目
標
と
し
、
こ
れ
存
基
に
現
在
、

行
っ
て
い
る
。

-
緑
地
や
道
路
、
建
物
ブ
ロ
ッ
ク
等
、

と
れ
ま
で
に
形
成
さ
れ
た
名
古
屋
大

学
キ
ャ
ン
パ
ス
の
記
憶
を
継
承
す
る

-
長
期
に
わ
た
る
キ

ャ
ン
パ
ス
。フ
ラ
ン

の
未
完
成
状
態
を
防
ぐ
。

-
「名
古
屋
大
学
キ
ャ
ン
パ
ス
マ
ス
タ
ー
プ

ラ
ン
m
と
に
基
づ
き
、
グ
リ
ー
ン
ベ
ル

計
画
と
す
る

0

・
新
築
、
耐
震
改
修
+
上
部
増
築
、
改

修
の
み
等
、
時
期
に
よ
り
フ
レ
キ
シ

ブ
ル
な
対
応
が
で
き
る
計
画
と
す
声。

ト
を
は
さ
ん
だ
文
系
側
を
含
む
キ
ャ

ン
パ
ス
全
体
計
画
と
の
整
合
性
を
図

る
。

f 

⑧ 
四谷通

高層棟(10F)

目75努力;;1，:日

アトリウム

1 Fから

マ

低層棟(417)

下部ピロティ

号
館
)
1
期
工
事
が
着
工
ヘ

一ー一 一ー斗

(
電
気

・
電
子
電
子
情
報
)
が
入
居
す
る
。
中、

高
層
棟
で
は
、
ワ
ン
ル

l
ム
産
品

が
可
能
と
な
る
平
面
構
成
や
O
A
フ
ロ

ア
の
採
用
等
に
よ
り
、

流
動
的
な
研
究
ス
タ
イ

ル
、
組
織
構
成
に
対
し
て
柔
軟
に
対
応
で
き
る
建
物
構
造
と
し
た
。
低
層
棟
で
は
豊
富

な
共
通
ス
ペ

ー
ス
、
市
民
開
放
に
も
利
用
で
き
る
別
名
収
容
の
講
堂
、
エ
ン
ト
ラ
ン

ス
・
ラ
ウ
ン
ジ
、

外
部
の
た
ま
り
場
な
ど
ゆ
と
り
あ
る
ス

ペ
ー
ス
の
創
出
を
目
指
し
て

い
る
。
全
体
完
成
は
地
下
鉄
開
通
が
予
定
さ
れ
て
い
る
平
成
お
年
度
を
目
指
し
て
お
り
、

2
期
工
事
の
計
画
と
本
省
折
衝
を
継
続
し
て
行

っ
て
い
る
。
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¥ 中層棟
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リ
ー
ダ
ー
毛
利
佳
年
雄

電
気
工
学
専
攻

知
能
シ
ス
テ
ム
講
座
教
授

(情
報
メ
デ
ィ
ア
教
育
セ
ン
タ
ー
長
併
任
)

電
気
工
学
専
攻
知
能
シ
ス
テ
ム
講
座
で
は
、
平
成
日
年
目
月
よ
り
平
成
ロ
年

3
月
ま
で
の
期
間
、
通
産
省
新
エ
ネ
ル

ギ
ー

-
産
業
技
術
総
合
開
発
機
構

(
Z
E
)
O
)
の
最
先
端
分
野
研
究
開
発
提
案
公
募
(
即
効
型
)
研
究
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に

よ
る
「
都
市
広
域
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
用
可
搬
設
置
型
高
感
度
マ
イ
ク
ロ
磁
気
セ
ン
サ
の
開
発
研
究
」
を
実
施
し
て
い
る
。

現
在
の
科
学
技
術
は
、
情
報
社
会
の
発
展
と

と
も
に
社
会
に
深
く
浸
透
し
、

日
常
生
活
に
密

着
し
て
い
る
。
そ
こ
で
、
現
代
の
科
学
技
術
は
、

社
会
の
直
面
し
て
い
る
さ
ま
ざ
ま
な
課
題
を
普

段
の
研
究
対
象
と
し
、
社
会
の
福
祉
に
多
様
に

貢
献
で
き
る
よ
う
に
な
っ
て
き
て
い
る
。
乙
の

研
究
プ
ロ
ジ
ェ
タ
ト
は
、
大
き
な
社
会
問
題
に

な
っ
て
い
る
環
境
問
題
に
つ
い
て
大
都
市
に
お

け
る
人
工
環
境
の
計
測
(
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
)
と
制

御
に
よ
り
、
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
や
交
通
事
故
の
軽

減
、
お
よ
び
地
震
災
害
の
予
知
や
電
磁
環
境
抑

制
な
ど
に
よ
る
市
民
の
生
命
と
安
全
に
寄
与
す

る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
る
。

乙
の
目
的
を
達
成
す
る
た
め
に
は
、
強
力
な

科
学
的
ツ

l
ル
が
必
要
で
あ
る

。
す
な
わ
ち
、

環
境
が
出
し
て
い
る
微
小
な
シ
グ
ナ
ル
を
し
っ

か
り
検
出
で
き
る
高
感
度
な
セ
ン
サ
ー
が
必
要

に
な
る
。
こ
れ
に
対
し
て
私
た
ち
の
研
究
室
で

は、

1
9
9
3
年
に
細
い
ア
モ
ル
フ

ァ
ス
磁
性
ワ

イ
ヤ
に
高
周
波
電
流
や
パ
ル
ス
電
流
を
通
電
し

て
表
皮
効
果
を
生
じ
さ
せ
る
乙
と
に
よ
り
、
そ

の
イ
ン
ピ

ー
ダ
ン
ス
(
電
流
の
流
れ
に
く
さ
)
が

外
部
か
ら
与
え
た
小
さ
な
磁
界
で
高
感
度
に
変

本
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
「
次
世
代

U
L
S
I
用
薄

膜
材
料
の
開
発
と
ナ
ノ
ス
ケ
ー
ル
プ
ロ
セ
ス
イ
ン

テ
グ
レ

ー
シ
ョ
ン
」
は
、
平
成

8
年
度
よ
り
日
本

学
術
振
興
会
未
来
開
拓
学
術
研
究
推
進
事
業
か

ら
委
託
を
受
け
て
実
施
し
て
い
る
研
究
プ
ロ
ジ

ェ
ク
ト
で
あ
る
。

次
世
代

U
L
S
I
の
高
集
積
化
、
高
性
能
化

を
律
速
す
る
種
々
の
要
因
の
中
で
も
特
に
重
要

な
問
題
は
、
微
細
化
と
と
も
に
従
来
か
ら
用
い

ら
れ
て
き
た
種
々
の
簿
膜
材
料
の
物
性
的
限
界

に
近
づ
い
て
い
る
と
と
で
あ
る
。
本
。プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト
の
目
的
は
、
次
世
代

U
L
S
I
の
限
界
を

打
破
す
る
た
め
に
必
要
不
可
欠
か
つ
独
創
的
な

種
々
の
薄
膜
材
料
を
名
古
屋
大
学
が
中
心
と
な

っ
て
開
発
す
る
と
と
も
に
、
日
本
の
乙
の
分
野

に
お
け
る
産
学
の
第

一
級
の
研
究
者
の
相
互
協

力
を
基
に
、
次
世
代

U
L
S
I
の
ナ
ノ
ス
ケ
ー
ル

デ
バ
イ
ス
構
造
、
材
料
・

プ
ロ
セ
ス
技
術
の
あ
る

べ
き
姿
を
総
合
的
に
検
討
し
か
っ
提
案
す
る
乙

と
で
あ
る
。

化
す
る
新
し
い
現
象
を
発
見
し
、
こ
の
現
象
を

応
用
し
た
高
感
度
の
マ
イ
ク
ロ
寸
法
磁
界
セ
ン

サ
ー

(M
I
セ
ン
サ
ー
)
を
発
明
し
た
。

こ
の

M
l
セ
ン
サ

ー
は
、
直
流
磁
界
か
ら

富山
N

程
度
の
高
周
波
磁
界
ま
で

1
マ
イ
ク
ロ
ガ

ウ
ス
(
地
磁
気
は
約
防
ガ
ウ
ス
)
の
分
解
能
で
検

出
す
る
こ
と
が
で
き
、

C
M
O
S
電
子
回
路
で

構
成
す
れ
ば

5
5当
程
度
の
微
小
な
消
費
電
力

の
た
め
、
ポ
ケ

ッ
ト
に
入
れ
て
持
ち
運
び
で
き

る
ハ
ン
デ
ィ
磁
界
セ
ン
サ
ー
に
な
る
。
ま
た
、

同
様
の
原
理
で
、
ア
モ
ル
フ
ァ
ス
磁
歪
ワ
イ
ヤ

を
使
用
す
る
と
、
回
口
何
程
度
の
微
小
な
応
力
が

検
出
で
き
る
超
高
感
度
の
応
力
セ
ン
サ
ー

(ゲ

ー
ジ
率
が
品
。
。
。
)
が
誕
生
し
た
。

こ
れ
ら
の
新
し
い
マ
イ
ク
ロ
磁
気
セ
ン
サ
の

技
術
は
、
科
学
技
術
庁
(
科
学
技
術
振
興
事
業

団
)
よ
り
日
本
の
独
創
技
術
と
位
置
づ
け
ら
れ
、

平
成

9
年
の
先
端
技
術
展
開
試
験
コ
ン
ソ
ー
シ

ア
ム
(
ふ
葉

7
社
参
加
)
、
平
成

日
年
度
か
ら
の

委
託
開
発
制
度
(
愛
知
製
鋼
(
株
)
)
な
ど
の
守
護

を
受
け
て
い
る
。

リ
ー
ダ
ー

安
田
幸
夫

新しい薄膜材料の開発

プロセスインテクレーション
|次世代ナノスケールULSIデバイス実現

結
晶
材
料
工
学
専
攻

誘電体薄膜

高誘電率

リーク電流

電極反応

強誘電f本・高誘電率材料開発

コン歩ク卜材料開発

気相成長技術開発

配線材料

マイグレーション

平坦化

固相反応

高信頼性材料開発

気相選択成長技術開発

道路面設置車両通行センサ錨(裏面)

22mm厚アル ミ円板 (30cm1'圭)内の 16cn四方、

13mm高さの空間に、2個のMIセンサ、マイコ

ン、半導体 ICメモ リ、乾電池を封入し、2∞o
台の車両通行(方向、速度 、車長)が記録され

る。記録デ 空はパソコン画面に表示される。

.， 

) 結
晶
デ
バ
イ
ス
工
学
講
座

コン歩ク卜・電極材料

低抵抗化

固相反応

超高滋度ドーピング

低抵抗材料開発

反応バリア層技術開発

ゲート絶縁膜

極薄膜化

絶縁破壕

不純物拡散

欠陥・不純物制御妓術開発

表面処理技術開発

超高感度応力センサ (SIセンサ)で車両通行

時の道路橋の振動モードを測定中。振動モ

ードは振幅変調 (AM)や周波数変調 (FM)、

重量モ ドなどが現われる。

教
授

ULSIの'断面図と今後必要とされる薄膜材料およびプロセス技術



EE理室盟理璽璽盟-

若手シンホ。ジウム開催される。
工学研究科の新しい教育 ー研究推進活動の

一環として、去る 12月1日、名古屋大学フロ

ンティアプラザにて「若手研究プロジェクト

シンポジウムJが開催された。今回のシンポ

ジウムでは、「次世代デバイス創製のための

ナノドット形成jのテーマのもと、園内の一

線で活躍する若手研究者による招待講義4件

と名古屋大学VBしに関連する新進気鋭の研究

者による講演4件が行われた。ナノドットが

拓く新しい科学と次世代メモリーや量子コン

ビューテイングデバイスへの応用は、現在最

も注目を集めているトピックスであるため、

本学内外から72名の参加があり、活発な討

論が行われ非常に有意義なシンポジウムにす

るととができた。

廃
棄
物
焼
却
残
澄
の
自
己
完
結
型
燃
焼
に
よ
る

完
全
無
害
化
に
関
す
る
基
礎
研
究

研
究
代
表
者

・
板
谷
義
紀

(分
子
化
学
工
学
専
攻
)

共
同
研
究
者
一
松
田
仁
樹

(難
処
理
人
工
物
研
究
セ
ン
タ
ー
)

出
口
清

一
(
理
工
科
学
総
合
研
究
セ
ン
タ
ー
)

小
津
祥
二

(
難
処
理
人
工
物
研
究
セ
ン
タ
ー
)

ご
み
の

R
D
F
化
と
燃
焼
操
作
の
適
正
な
制
御
に
よ
っ
て
、
焼
却
残
溢
の
自
己
完
結

型
燃
焼
を
実
現
さ
せ
、
完
全
な
無
害
化
処
理
と
エ
ネ
ル
ギ
ー
リ
サ
イ
ク
ル
を
可
能
と
す

る
プ
ロ
セ
ス
の
開
発
を
目
的
と
し
た
基
礎
燃
焼
試
験
を
、
種
々
の
燃
焼
器
で
行

っ
た
。

R
D
F個
々
の
粒
子
内
燃
焼
反
応
速
度
と
伝
熱
速
度
の
律
速
過
程
を
適
切
に
利
用
、
制

御
す
る
乙
と
に
よ
り
、
塩
酸
等
の
排
ガ
ス
有
害
物
質
の
生
成
主
者
し
く
抑
制
し
う
る
乙

と
を
明
ら
か
に
し
た
。
図
は
、
単

一
粒
子
を
呂
民
¥
B
Eで
低
速
昇
温
し
て
い
る
空
気
流

中
で
燃
焼
さ
せ
た
場
合
の
燃
焼
時
の
内
部
温
度
経
時
変
化
に
つ
い
て
、
実
験
と
モ
デ
ル

解
析
結
果
を
対
比
し
た
も
の
で
あ
る
。

1200 
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膜
タ
ン
パ
ク
質
相
互
作
用
の
1
分
子
レ
ベ
ル
で
の

イ
メ
ー
ジ
ン
グ
、
ナ
ノ
マ
ニ
ピ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン

研
究
代
表
者

・
石
島
秋
彦
(
応
用
物
理
学
専
攻
)

共
同
研
究
者
・
新
井
史
人

(
マ
イ
ク
ロ
制
御
工
学
専
攻
)

高

橋

浩

(応
用
物
理
学
専
攻
)

日
比
野
政
裕

(応
用
物
理
学
専
攻
)

最
近
、
生
物
・

化
学
な
ど
の
分
野
で

1
分
子
レ
ベ
ル
で
の
研
究
は
ま
さ
に
盛
ん
に
な

ろ
う
と
し
て
い
る
。
1
分
子
技
術
は
個
々
の
分
子
を
相
手
に
す
る
の
で
、
タ
ン
パ
ク
質

を
介
し
た
情
報
伝
達
と
い

っ
た
、
多
く
の
生
体
分
子
が
複
雑
に
相
互
作
用
し
て
い
る
系

に
お
い
て
も
、
各
々
の
分
子
の
機
能
解
明
に
飛
躍
的
な
発
展
を
も
た
ら
す
も
の
と
期
待

さ
れ
る
。

し
か
し
、
乙
の
よ
う
な
利
点
が
あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
膜
タ
ン
パ
ク
質
の
研
究
に

お
い
て
は
、

-
分
子
レ
ベ
ル
で
の
観
察
、
操
作
と
い
っ
た
研
究
は
ほ
と
ん
ど
手
つ
か
ず

の
状
況
で
あ
る
。
そ
の
原
因
と
し
て
、
膜
タ
ン
パ
ク
質
が
脂
質
二
重
膜
と
い
う
特
殊
な

環
境
下
の
み
で
機
能
を
発
現
で
き
る
た
め
、
顕
微
鏡
下
で
人
工
的
に
再
構
成
す
る
こ
と

が
困
難
で
あ
る
た
め
と
考
え
ら
れ
る
。

本
研
究
で
は
、

1
分
子
イ
メ
ー
ジ
ン
グ
、

-
分
子
ナ
ノ
操
作
シ
ス
テ
ム
に
人
工
平
面

膜
作
製
技
術
を
利
用
し
、
脂
質
二
重
層
内
で
の
膜
タ
ン
パ
ク
質
の
動
き
、
機
能
を
直
接

観
察
、

測
定
す
る
こ
と
を
試
み
て
い
る
。

cGMP 

レーザートラップ

生体膜中の膜タンパク質の様子

蛍光色素

GTP GDP 
GタンI ~ク

脂質分子

バ
イ
オ
セ
ン
サ
ー
を
用
い
た

生
体
分
子
認
識
の
定
量
的
評
価

ヱパネッセント照明

最終的な測定概念図

研
究
代
表
者
・
松
浦
和
則
(
物
質
制
御
工
学
専
攻
)

共
同
研
究
者
・
西
国
芳
弘
(
物
質
制
御
工
学
専
攻
)

前
田
勝
治

(物
質
制
御
工
学
専
攻
)

花
井
泰
三
(
生
物
機
能
工
学
専
攻
)

三
宅
克
英

(生
物
機
能
工
学
専
攻
)

斉

藤

進

(生
物
機
能
工
学
専
攻
)

分
子
と
分
子
の
相

E
作
用
す
な
わ
ち
分
子
認
識
は
、
様
々
な
生
命
現
象
の
素
過
程
で

あ
る
。
特
に
、
糖
鎖
の
関
わ
る
分
子
認
識
は
、

細
胞
接
着
、
癌
の
転
移
、
ウ
イ
ル
ス
感

染
な
ど
に
関
与
し
て
お
り
、
近
年
注
目
さ
れ
て
い
る
。
本
。プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
は
、
こ
の

糖
鎖
の
関
わ
る
分
子
認
識
の
定
量
的
評
価
を
行
う
た
め
に
、
ナ
ノ
グ
ラ
ム
オ
ー
ダ
ー
の

微
量
重
量
セ
ン
サ
ー
で
あ
る
水
晶
発
振
子
や
、
金
属
表
面
の
微
小
な
屈
折
衷
菱
化
を
検

知
す
る
光
学
セ
ン
サ
ー
で
あ
る
表
南
フ
ラ
ズ
モ
ン
共
鴫
法
を
用
い
た
。
そ
の
結
果
、
糖

鎖
と
レ
ク
チ
ン
(
糖
を
認
識
す
る
タ
ン
パ
ク
質
)
聞
や
糖
鎖
同
士
の
特
異
的
分
子
認
識

の
定
量
的
評
価
に
成
功
し
た
。

Glycolipid 
Monolayer 

p-pola同zedlight 
(670nm) 

表面プラズモン共鳴法による糖鎖閣の分子認識の概略図図
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有
機
溶
媒
耐
性
酵
素
の
大
量
取
得
方
法
の
開
発

研
究
代
表
者
-
本
多
裕
之
(
生
物
機
能
工
学
専
攻
)

こ
れ
ま
で
我
々
の
研
究
室
で
は
、
微
生
物
培
養
の
効
率
化
を
研
究
し
て
お
り
、
増
殖

と
物
質
生
産
を
明
確
に
分
け
る
こ
段
階
培
養
法
を
行
う
と
、
有
用
物
質
生
産
は
飛
躍
的

に
向
上
す
る
乙
と
を
見
い
だ
し
た
。
そ
乙
で
こ
の
手
法
を
使
い
、
大
阪
府
立
大
学
で
新

規
に
分
離
し
た
微
生
物
か
ら
の
有
機
溶
媒
耐
性
酵
素
の
大
量
生
産
を
試
み
て
い
る
。
酵

素
は
、
穏
や
か
な
環
境
下
で
多
様
な
反
応
を
進
め
る
こ
と
が
で
き
る
が
、
有
機
溶
媒
存

在
下
で
は
容
易
に
変
性
し
、
そ
の
触
媒
機
能
を
発
揮
さ
せ
る
こ
と
が
困
難
で
あ
る
。
そ

こ
で
、
有
機
溶
媒
耐
性
酵
素
の
開
発
・
生
産
に
注
目
し
、

5
研
究
室
の
共
同
で
、
化
学

プ
ロ
セ
ス
の
玄
幅
な
簡
略
化
に
よ
る
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
か
つ
環
境
調
和
型
の
化
学
プ

ロ
セ

ス
の
構
築
を
目
指
し
て
い
る
。

ノ物質生産

生

産

物

量

増殖速度が速い

二段階培養
li~~ 

菌

体

濃

度
，州
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次
世
代
革
新
的
デ
バ
イ
ス
創
製
の
た
め
の

ナ
ノ
ド
ッ
ト
形
成
プ
ロ
セ
ス

研
究
代
表
者

・
堀
勝
(
工
学
研
究
科
量
子
工
学
専
攻
)

共
同
研
究
者

一
前
津
宏
一
(
ベ
ン
チ
ャ
ー
ビ
ジ
ネ
ス
ラ
ボ
ラ
ト
リ
|
)

田
淵
雅
夫
(
ベ
ン
チ
ャ
ー
ビ
ジ
ネ
ス
ラ
ボ
ラ
ト
リ
|
)

岸
本
茂
(
ベ
ン
チ
ャ
ー
ビ
ジ
ネ
ス
ラ
ボ
ラ
ト
リ
|
)

山
口
雅
史

(
工
学
研
究
科
電
子
工
学
専
攻
)

次
世
代
超
高
密
度
、
低
電
力

L
S
I
メ
モ
リ
ー
や
光
・
電
子
融
合
デ
バ
イ
ス
の
実
現

に
、
ナ
ノ
メ
ー
タ
ー
ス
ケ
ー
ル
の
ド
ッ
ト
を
高
精
度
に
整
列
さ
せ
る
プ
ロ
セ
ス
の
創
製

が
強
く
望
ま
れ
て
い
る
。

本
研
究
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
は
、
ナ
ノ
ド
ッ
ト
形
成
。プ
ロ
セ
ス
の
創
製
と
新
規
物
性
の

探
索
を
目
的
と
し
て
研
究
を
進
め
、

ω単
一
イ
オ
ン
堆
積
法
に
よ
る
サ
ブ

ωロ
ヨ
ド
ッ
ト

の
形
成
、

ω
Zの
同
旨
い
ロ
足
〉
∞
の
自
己
形
成
ド
ッ
ト
の
形
成
、

ω電
子
線
露
光
法
、

冨
∞
円
法
お
よ
び
ウ
エ

ッ
ト
エ

ッ
チ
ン
グ
に
よ
る
特
異
形
状
量
子
ド

ッ
ト
等
の
形
成
と
新

規
物
性
現
象
の
発
現
、

ω微
小
領
域
戸
解
析
法
に
よ
る

Z
〉∞
量
子
ド
ッ
ト
の
新
規
共

鴫
ト
ン
ネ
リ
ン
グ
現
象
の
発
見
等
の
多
く
の
成
果
を
得
る
こ
と
が
で
き
た
。

c:....国翌~盟ιZ主F己主ヨ

逼量酔理主吾
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市
民
参
加
型
ま
ち
づ
く
り
の
た
め
の
3
次
元
都
市
環
境

シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
シ
ス
テ
ム
の
開
発
に
関
す
る
研
究

研
究
代
表
者
一
有
賀
隆
(
工
学
研
究
科
建
築
学
専
攻
)

共
同
研
究
者
茂
登
山
清
文
(
人
間
情
報
学
研
究
科
)

安
田
孝
美
(
情
報
文
化
学
部
)

工
藤
博
章
(
工
学
研
究
科
情
報
工
学
専
攻
)

恒
川
和
久
(
工
学
研
究
科
建
築
学
専
攻
)

私
達
の
グ
ル
ー
プ
で
は
「
3
次
元
都
市
環
境
シ
ミ
ュ
レ

ー
タ
l
」
を
製
作
し
、
地
域

の
ま
ち
納つ
く
り
の
過
程
と
環
境
形
成
を
同
時
進
行
的
に
シ
ミ
ュ
レ

ー
シ
ョ
ン
す
る
シ
ス

テ
ム
を
開
発
し
、

(1
)
市
民
参
加
型
ま
ち

m

つ
く
り
の
場
面
で
実
践
的
に
応
用
す
る
こ

と、

(
2
)
大
学
/
大
学
院
教
育

・
市
民
教
育
に
お
け
る
、
都
市
計
画
実
験
プ
ロ
グ
ラ

ム
を
開
発
す
る
こ
と
、
の

2
点
を
研
究
活
動
と
し
て
進
め
て
き
た
。
こ
れ
ま
で
に
以
下

の
様
な
成
果
を
お
さ
め
る
と
と
が
で
き
た
。

①

都
市
の
立
体
模
型
と
可
動
式
小
型

C
C
D
カ
メ
ラ
を
用
い
た
環
境

・
景
観
シ
ミ
ュ

レ
ー
シ
ョ
ン
シ
ス
テ
ム
の
開
発

②

ま
ち

m

つ
く
り
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
で
の
実
践

③

3
次
元

C
G
(コ
ン
ピ
ュ

ー
タ
ー
グ
ラ
フ
ィ
ッ
ク
)
モ
デ
リ
ン
グ
に
よ
る
景
観
シ
ミ
ュ

レ
ー
シ
ョ
ン
手
法
と
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
に
よ
る
遠
隔
地
問
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
技
術
を

組
み
合
わ
せ
た
、

相
互
対
話
型
デ
ザ

イ
ン
コ
ラ
ボ
レ

l
シ
ョ
ン
技
術
の
開

発
(
実
験
中
)

平
成
日
年
度
は
、
上
記
の
研
究
成

果
に
基
づ
き
文
部
省
科
学
研
究
費
補

助
金
奨
励
研
究
凶
「
市
民
参
加
型
ま

ち
m

つ
く
り
の
た
め
の
対
話
型

3
次
元

都
市
環
境
シ
ミ
ュ
レ

ー
シ
ョ
ン
シ
ス

テ
ム
の
開
発
」
(
研
究
代
表
者

一
名
古

屋
大
学

・
有
賀
隆
)
に
よ
る
研
究
と
し

て
、
さ
ら
に
地
域
連
携
型
の
3
次
元
ま

ち
づ
く
り
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
シ
ス
テ

ム
の
改
良
と
実
践
的
応
用
を
進
め
て

い
く
予
定
で
あ
る
。

「第1岡テクノ・シンポジウム名大」開催される。
名古屋大学工学研究科では、本年度より「テクノーシン

ポジウム名大J;を開催することと砿り、その第1回が、

「ソフトウエア無線へのいざ芯し)~変身する通信機を目

指して ~Jと題して 11 月 1 7日に名古屋大学シンポジオ

ンで開催された。ソフトウエア無線妓術とは、従来アナ

ログ技術で実現されていた無線通信機器の回路をディジ

タル信号処理技術とプログラムで実現しようとする新し

い考え方である。同シンポジウムでは、この技術の現状

と将来動向が、圏内と米国の第一線の研究者の招待講演

により紹介された。またソフトウ工ア無線に関連したハ

ードウ工アとソフトウ工アの分野における本学教官の研

究成果も、「超伝導技術のソフトウエア無線への応用Jお
よび「創発型ソフトコンビューテイングJという題目で発

表された。またシンポジウムの締めくくりとして全講演

者によるパネルディス カッションにより活発な議論が行

われた。ハードウエアからソフトウ工アに至る広い分野

において高い関心を集めているソフトウエア無線がテー

マであったため、地元のみ主主らす全国各地の技術者を中

心とする約 100名の熱心主主参加者があり、盛会のうち

にシンポジウムを終えることができた。
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工学研究科の協定大学リスト 1 
部局間協定校 締結年月 担当教官 研究者受入 研究者派遣 学生受入 学生派遣

ミシガン大学工学都 1980.5 地図環境工学専攻市川康明助教授 10 20 4 7 

中国東北大学 1983.7 材料機能工学専攻 山内怪文教授 6 8 6 。
ヒューストン大学工学部 1984.2 分子化学工学専攻入谷英司 教綬 。 。 。
中南工業大学 1985.3 材料プロセス工学専攻佐野正道教授 3 4 6 。
北京工業大学 1986.9 材料プロセス工学専攻佐野正道教授 2 5 3 。
モスクワ大学物理学部 1993.12 計算理工学専攻土井正男教授 3 。 。
バンドン工科大学生産工学都 1996.6 電子機械工学専攻石田幸男 教授 2 5 2 。

、慶尚大学校工科大学 1996.7 航空宇宙工学専攻 中村佳朗 教授 5 15 。
ワルシャワ工科大学 1996.7 機械情報システム工学専攻村上澄男教授 3 3 3 。
モスクワ工業物理大学 1998.6 結晶材料工学専攻森田健治 教 綬 。 。
コロラド鉱山大学 1998.7 機械情報システム工学専攻竹野忠夫教授 。 。 。
ポンゼショセ大学匡際経営大学院 1999.9 1也圏環境工学専攻林良嗣教授 2 。 。

大学問交流協定校

シェフィールド大学 1985.1 土木工学専攻葛漢彬助教授 。 4 。
シドニ一大学 1985.4 土木工学専攻葛漢彬助教授 2 9 。 。
ブラウンシュバイク工科大学 1985.9 結晶材料工学専攻松井正顕教綬 。 。 。
華中理工大学 1986.6 電気工学専攻水谷照吉教授 4 7 。 。
清華大学 1989.3 土木工学専攻山田健太郎教媛 5 28 

西安交通大学 1999.1 電気工学専攻水谷照吉教授 2 5 。 。

dES3 、 言十 50 101 42 10 

新1号館2期工事が竣工
平成7年度に1期工事が完成して以来、5年近くの問、工学研究科の念願となっていた新1号館2期工事(地上10階

3.532m
2
)が平成11年 11月 11日に竣工した。平成6年当時のキャンパス再整備計画で大学院重点化後を見据えf1系

1館Jの原則が示された後の最初の整備建物であり、 2期工事の完成により、化学生物工学系(1系)のほぼすべての

講座がまとまるととが実現した。

この建物の特徴は、化学系の実験室が多く入居することから安全面に配慮し、バルコ二ーや屋外シャフ卜を設置し

たほか、 系の事務室図書室等を統合、サインーセキュリテ ィ 外装等これからのキャンパス整備への先駆けとなる試

みを実現している。また、 3・4階には工学研究科共通の講義室が新たに6室整備され、講義室不足の解決の一助にな

ることが期待できる。

今後、ドラフトチャンパー砿ど付帯設備の工事と並行して各講座が移転し、平成12年4月より本格稼働する予定で

ある。

10F 物質制御 第2講座

9F 応用化学 第3講座

8F 結品材料 第4講座他

7F応用化学 第4講座

6F 分子化工 第5講座

5F 分子化工 第4講座

4F 共通講義室

3F 共通講義室

2F 物質制御 第6講座他

1F 危険物倉庫他

写真:媛工写真南側外観

職員派遣 (H8.4-H11. 10J主計)
職員受入 (H9.1 -H 11 . 10集計)
学生派遣受入 (H8.2-H11.10集計)
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名古屋大学工学部懇話会
I高等学校と大学との連携の第一歩~新しし守佐薦入試-J
平成11年 12月 17日に、高校の先生方と工学研究

科教宮との闘で、上記題自についてパネル討論会が開

催された。愛知、岐阜、三重、静岡の東海4県を中心

に、滋賀、福井、石川、富山の各県から58高等学校

68名の高校側の参加があった。一方、大学側からは

工学部長をはじめ41名が参加した。

ます、大学側のパネラ から、現在の大学のカリキ

ユラムの概要、新入生への期待、新しい推薦入試の目

的などの説明があり、また、高校側のパネラーから、

現状の推薦制度に対する意見推薦制度に対する高校

のこれまでの対応、新しい推薦制度に対する期待など

の説明があり、活発な討論が行われた。名古屋大学工

学部の入試改革への努力を評価する意見とともに、こ

の懇話会の討論が、現行の大学入試制度に対する問題点を認識し、それに対する推薦制度の果たす役割を理解するた

めに有意義であり、新しく推薦制度を改良するのに役立つであろう。

求
、
実
創
新

新
年
早
々
中
国
の
恰
か
演
と
溶
陽
を
訪
ね
る
機
会
に
恵
ま
れ
た
。
ハ
ル
ピ

ン
工
業
大
学
と
の
学
術
交
流
協
定
締
結
の
調
印
式
に
出
席
し
、

そ
の
帰
途
、

瀦
陽
の
東
北
大
学
を
訪
問
し
た
。
共
に
中
国
で
叩
指
に
入
る
大
学
で
あ
る
。

昼
間
で
も
マ

イ
ナ
ス
ば

C
の
厳
寒
の
地
で
あ
っ
た
。
そ
の
寒
さ
の
中
、
恰
念

演
で
は
イ
ル
ミ
ネ
ー
シ
ョ
ン
に
飾
ら
れ
た
氷
祭
り
に
、
猪
陽
で
は
清
国
発
祥

地
の
故
宮
に
案
内
さ
れ
、
熱
烈
な
歓
迎
を
受
け
た
が
、
そ
の
寒
さ
の
厳
し
か

っ
た
こ
と
は
生
涯
忘
れ
ま
い
。

洛
陽
の
東
北
大
学
の
赫
校
長
先
生
は
、
本
研
究
科
で
博
士
課
程
を
修
め
学

位
を
受
け
ら
れ
た
親
名
大
の
先
生
で
あ
る
。
そ
の
ご
縁
も
あ

っ
て
、
本
学
工

学
研
究
科
と
東
北
大
学
と
は
永
い
交
流
の
歴
史
を
有
し
て
い
る
。
赫
先
生
に

は

一
昨
年
も
工
学
研
究
科
懇
談
会
に
出
席
、
留
学
生
教
育
の
改
善
に
つ
い
て

の
ご
意
見
を
い
た
だ
い
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。

今
回
東
北
大
学
の
研
究
所
を
見
学
の
際
、
入
口
の
ホ

l
ル
の
壁
に
掲
げ
で

あ
っ
た
額
の
中
の

一
行
に
、
表
題
に
し
た

「求
実
創
新
」
の
四
文
字
を
見
た
。

「実
を
求
め
、
新
し
き
を
創
る
」
と
読
む
の
で
あ
ろ
う
。
「
実
」
は

「
真
実
」

の

実
で
あ
り

「実
利
」
の
実
で
あ
る
。

昨
年

5
月
に
工
学
研
究
科
は
、
「
創
成
」
と
い
う
名
を
冠
し
て
教
官
研
究
内

容
総
覧
を
編
集
発
行
し
た
。
ま
た
、
工
学
研
究
科
は
、
文
部
省
の
支
援
の
も

と
に
幹
事
夫
学
と
し
て
工
学
教
育
。プ
ロ
グ
ラ
ム
改
善
の
震
検
討
を
推
進
し

て
い
る
。
そ
の
中
の
キ
ー
ワ
ー
ド
の

一
つ
は
デ
ザ
イ
ン
型
科
目
で
あ
る
。
乙

れ
を
副
成
型
科
旦
と
呼
ぼ
う
と
提
案
し
て
い
る
。

「
求
実
創
新
」
の
四
文
字
を
見
て
、
同
行
の
浅
井
滋
生
評
議
員
と
領
き
合

っ

た
。
名
古
屋
を
中
心
と
す
る
中
部
圏
は
、
モ
ノ
作
り
の
申
必
と
し
て
産
業
中

枢
圏
域
と
自
他
共
に
認
め
て
い
る
。
そ
の
中
に
あ

っ
て
、
我
が
工
学
研
究
科

は
、
創
成
と
も
求
実
創
新
と
も
言
っ

て
も
よ
い
創
造
を
目
指
し
て
、
工
学
分

野
の
教
育
研
究
の
推
進
を
画
り
た
い
。

大
学
院
重
点
化
後
の
三
の

3
年
間
も
激
し
い
大
学
改
革
の
時
で
あ

っ
た
。

至
ら
ぬ
と
こ
ろ
ば
か
り
で
あ

っ
た
が
、

研
究
科
長
を
勤
め
る
と
と
が
で
き
た

の
は
、
ひ
と
え
に
皆
様
の
ご
支
援
の
賜
と
感
謝
し
て
い
る
。
我
が
愛
す
る
工

学
研
究
科
の
益
々
の
発
展
の
た
め
に
皆
様
の
変
わ
ら
ぬ
ご
声
援
と
ご
協
力
を

お
願
い
す
る
次
第
で
あ
る
。

2
0
0
0
年
2
月
U
日

工学
研
究
科
長
稲
垣
康
善

13 



工
学
研
究
科
の
傑
出
し
た
研
究
成
果
①

ピ

ル

の

壁

面

や
ド

l
ム
球
場

な
ど
で
、

畳
数

枚
分
の
大
き
さ

の
テ
レ
ビ
を
ご

覧

に
な

っ
た

方

は
多

い
で
あ
ろ
う
(
図

1
)。
ま
た
、
交
通
信
号
の

3
色
や
矢

印
が
鮮
や
か
に
光

っ
て
い
る
も
の
が
増
え
て
い
る
こ
と
に
お

気
付
き
だ
ろ
う
か
(
図

2
)。
こ
れ
ら
は
、
す
べ
て
高
輝
度
青

色
発
光
ダ
イ
オ
ー
ド

(L
E
D
)
の
開
発
に
よ
っ
て
実
現
さ
れ

た
・も
の
で
あ
る
。

長
い
間
、
赤
色
、
燈
色
、
緑
色
の

L
E
D
し
か
使
え
な
か

っ

た
。
青
色
が
欠
け
て
い
た
た
め
で
あ
る
。
赤、

緑
、
青
の

3

原
色
が
揃

っ
て
テ
レ
ビ
の
画
面
と
同
じ
よ
う
に
フ
ル
カ
ラ
ー

表
示
す
る
こ
と
が
永
年
こ
の
分
野
の
夢
で
あ
っ
た
。
ま
た

色
ガ
ラ
ス
を
使

っ
た
交
通
信
号
は
、
太
陽
光
が
強
く
当
た
る

と
ど
の
色
が
光
っ
て
い
る
の
か
分
か
り
に
く
い
こ
と
が
あ
る
。

黒
色
の
背
景
に
無
色
透
明
な
キ
ャ
ッ
プ
を
か
ぶ
せ
た

L
E
D

は
、
点
灯
時
に
は
そ
の
色
で
輝
き
消
灯
時
に
は
色
な
し

(黒
色
)

と
紛
ら
わ
し
さ
が
な
い

。
高

効
率
な
の
で

1
灯
当
た
り
約

5
8
w当
・
国
¥
年
も
の
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
に
な
る
。

こ
の
青
色

L
E
D
は
、
全
て
窒
化
物
半
導
体
で
作
ら
れ
て
い

る
。
具
体
的
に
は
発
光
部
の
仰
接
合
が
の
包
ロ
Z
で
、
そ
の
下

に
の
同
Z
、
低
温
緩
衝
層
を
挟
ん
で
下
地
に
サ
フ

ァ
イ
ア
、
と

い
う
構
造
で
あ
る
。
下
地
の
結
日
聞
に
は
、
そ
の
上
に
成
長
さ

せ
よ
う
と
す
る
結
晶
と
同
じ
か
、
あ
る
い
は
極
め
て
良
く
似

て
い
る
も
の
を
選
ぶ
の
が
常
道
で
あ

っ
た
。
結
晶
構
造
も
格

子
定
数
も
大
き
く
異
な
る
の
白
Z
を
サ
フ
ァ
イ
ア
基
板
上
に
直
接

ハ
リ

京都大学理学部卒、同年神戸工業(株)入社

名古屋大学助手、(工学部電子工学科)、同講師、同助教授を経て

松下電器産業(株)入社、東京研究所基礎第4研究室長、

同半導体部長等を経て

名古屋大学教授(工学部電子工学科)

名古屋大学定年退職、同名誉教授、

名城大学教授(理工学部電気電子工学科)

名城大学ハイテク ・りサ チ ーセンタ

日本結品成長学会論文賞

中日文化賞

オブト工レクト口二クス会議特別賞、

日本結晶成長学会創立20周年記念技術貢献賞

International Symposiu m on C ompound Semiconducto厄 Award
及びHeinrichWel ker Gold Medal 

IEEE/LEOS Engineerin g Acheivement Award 
紫綬褒章

井上春成賞、LaudisePrize (結晶成長学国際機構)、

応用物理学会会誌賞、C&CPrize 、IEEEJack A_ Morton Award、

Rank Prize (英国)

EC S Soli d State Science & Technology Award、

Medal of Citizen of Honor of Montpell ier (フランス)、

Honoris Cau sa Title (University of Montpellier，フランス)

プロジ工クトリーダー

1952年

1959年
1964年

1981年

1992年

1996年

1989年
1991年

1994年

1995年

1996年
1997年

1998年

略歴

受賞

Honor is C au田 Title: Mon tpe 11剛大からの受賞は、

江崎玲於奈氏、フォン・クリyテイング氏に続き3人目

官主=-ー

成
長
さ
せ
る
(成
長
温
度
包
号
。
程
度
)
と
欠
陥
だ
ら
け
で
使

い
物
に
な
ら
な
い
。
一

日
-低
温

(G
O
Q
n
程
度
)で
〉
H
Zを
薄

く
堆
積
さ
せ
(
低
温
緩
衝
層
)、
そ
の
上
に
の
白
Z
を

Y
8
9わ
程
度

で
成
長
さ
せ
る
と
格
段
に
良
質
の
の
白
Z
結
日
聞
が
得
ら
れ
る
乙

と
の
提
唱
と
実
証
が
な
さ
れ
た
、
さ
ら
に
、

そ
れ
ま
で
は
不

可
能
と
考
え
ら
れ
て
い
た

P
型
窒
化
物
結
晶
を
得
る
乙
と
に

成
功
し
、
青
色

L
E
D
を
作
る
た
め
の

"
2
大
障
壁
“
が
克
服

さ
れ
、
実
際
に
紫
外
か
ら
青
色
の

L
E
D
が
作
製
さ
れ
た
。

こ
れ
ら
は
い
ず
れ
も
赤
崎

先
生
が
名
古
屋
大
学
在
職
当
時

の
成
果
で
あ
る
。
次
頁
に
示
す
数
々
の
受
賞
は
、
こ
れ
ら
の

名
古
屋
大
学
で
の
成
果
が
高
く
評
価
さ
れ
た
も
の
で
、
メ
ダ

ル
や
楯
に
は
、
司

g
H
0
2
2
何
回
岡
山
ユ
冨
的
目
的
曲
目
ロ
〉

w
g白
E-

Z
白
向
。
可
出
口
口
町

mwa賓
と
明
記
さ
れ
て
い
る
。
窒
化
物
の
高
品
質

化
に
成
功
し
、

m
結
合
を
初
め
て
実
現
し
た
こ
と
が
、
高
輝

度
青
色

L
E
D
(企
業
化
は
日
亜
化
学
が
や
や
先
ん
じ
次
い
で

豊
田
合
成
が
成
功
し
た
。
)
の
み
な
ら
ず
、
青
色
レ
1

ザ
、
高

渦

・
高
出

力

・
高
周
波
ト
ラ
ン
ジ
ス
タ
、
紫
外
セ
ン
サ
ー

等
々
へ
の
展
開
を
可
能
に
し
た
。
世
界
中
が
競
っ
て
こ
の
材

料
を
研
究
し
て
お
り
、
物
理
、

化
学
、
材
料
、
デ
バ
イ
ス
に

関
す
る
国
際
会
議
は
こ
の
分
野
な
し
で
は
成
り
立
た
な
い

。

被
引
用
文
献
数

(
9
0
8
を
超
え
る
)
や
被
引
用
特
許
数

(表

1
)

も
大
き
く
抜
き
ん
出
て
い
る
。

1999年

赤
崎
先
生
談
一

窒
化
物
半
導
体
の
研
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れ
が
可
能
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た
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、
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古
屋
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学
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学
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環
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と
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き
先

輩
、
良
き
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僚
、
よ
き
学
生
に
恵
ま
れ
た
か
ら
で
あ
っ

た
と
感
謝
し
て
お
り
ま
す
。

(注) IEEE:T岡 Instituteof Elec甘cal品E恰ct旧日csE rgine百 E れc_(米国電気電子学会)
IEEE/LEOS: The IEEE Las百 sandE胞ctro仁pticsSociety 
ECS: TheE抱C廿∞hemicalS∞旧ty_Irc_ (米国電気化学会)

ECS 88S&T Award 団体科学分野の抜群の貢献に

対して、 1973年より奇数年に1名受賞。 日本人では

初めて。

発明者 特許譲り受け人 件数

1赤崎 勇ほか 名古屋大学 22 

2 角田市良ほか 東海大学、日本ビクタ 21

3 赤 崎 勇 ほか 名古屋大学、豊田合成 16 

4 赤 崎 勇 ほか 名古屋大学、豊田合成、新技術開発事業団 14 

5 赤 崎 勇 ほか 名古屋大学、豊田合成、新技術開発事業団 11 

鈴木義之 ほか 東京大学 11 

真隅泰三 ほか 東京大学 11 

表1 日本の大学関係者によ る米国での特許被引用件数ベス ト5(1988-9乃 (朝日新聞によ る)
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篤志家卒業生、 母校ヘ多額のご寄付

「名古屋大学工学部を卒業して入社以来40年余勤務した会社を今年退職することになりま した。芯によりも元気で

産業界で活躍できたことに感謝しています。その感謝の気持ちを何か形で表したく、母校への寄付を思い至りました。J
今年9月、工学部機械学科卒業の大先輩(強いご希望により匿名)により、工学研究科に対してとのようなお申出が

あった。

「名古屋大学工学研究科の教官や学生諸君の国際交流助成に役立てていただき、工学研究科の発展に幾分でも貢献で

きれば幸いです。Jとのご厚志は、ありがたく、貴重である。これは、名古屋大学工学研究科への大きな実のあるご支

援であるとともに、工学研究科への心強い励ましである。

多額なと寄付(奨学寄付金として 1000万円のご寄付)に対して、稲垣研究科長から深甚な感謝の意を込めて感謝状

が贈呈された。との寄付金は工学研究科の国際交流促進に活用し、国際性豊かな優秀な人材の養成に努めたいと同科

長から述べられた。とのご寄付は工学研究科の発展を、多くの卒業生が大きな期待と共に見守っていてくれるととの

表われであろう。

事務局よりコメント:奨学寄付金は、国への寄付であり非課税扱いとなります。また、今回のご寄付に対して、名

古屋大学から紺綬褒章の申請の手続きを取らせていただきました。

~工学研究科の国際交流助成に~
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